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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者： 金澤　忠昭
	 行 事 名
	甲山森林公園・研修会

	実施日時
	平成２８年５月１２日（木曜日）１０時～１５時　　　天候：晴れ

	場　所
	甲山森林公園広域

	テーマ
	甲山森林公園の中春の植物観察

	講師
	児玉　勝久　講師

	参加者数
	３３名

	内容
（項目と概要）
	今月の樹

エゴノキ：資料に基づき解説。エゴノネコアシ：虫とのかかわり。

会員持参の植物について

サザンカの特殊な葉：ゴール(gall＝植物の細胞の変異の総称)の１種・虫ではなくモチ病菌によりモチ状に葉が奇形的に厚く膨れたもの。ハクショウ（白松）のマツボックリ：厚みが厚い、アリマウマノスズクサ＊：葉の形がミッキーマウス・果実が馬の鈴に似る・ジャコウアゲハの食草、ユキノシタ：てんぷら等食用になる、ヒメウツギ：花の痕、フタリシズカ：花穂が通常２本（葉に光沢がない。花弁と萼がない・雄しべが雌しべを守るようにつく）、ミヤコグサ：この種は外来種と思われる、ノハラネデシコかコモチナデシコ：外来種、カラタネオガタマ：モクレン科の花の大きさはホオノキの最大に対して本種は最小。
園内の観察

コースはロングコース。（管理事務所10:30～西入口～自然の家～なかよし池12:10-13:00～北口～展望台～県民の森～みくるま池～管理事務所14:40）
サザンカのゴール（講義で解説があったもの）、ウツギ（蕾、初夏の代表）、イモカタバミ（花が大きく色が濃い）、ニワゼキショウ、カナメモチ（満開）、ケヤキ（着花短枝、去年に比して今年は多い）、コナラ(虫こぶ)、コツクバネウツギ（キリの花と同じく上にあるシベ）、ナツハゼ、カキ、アカメガシワ（花外蜜腺と蟻）、モチツツジ（虫がいない）、今年は虫が少ないか、カナメモチ（チョウではなくカナブン・コバエが来ている）、イソノキ（つぼみ）、ザイフリボク（実）、ネジキ（花は下向き）、ヤマウルシ（花、ハエによるウルシ科のマンゴの受粉＝テレビで放映）、ウラジロノキ（花の終わり）、ハコネウツギ（白花から紅色へ）、ノブドウ、マルバアオダモ（実）、サンショウ、ヤブムラサキ（下向きの花）、トベラ（花）、ヤブジラミ（オヤブジラミとの違い）、ニガナとハナニガナ、ギシギシ（基部は葉を抱いていない）、ヒメユズリハ（ヤマモモに似る）、エゴノキ（花弁数は４～７）、リョウブ（虫が巻き込んだ葉）、ユズリハ（入れ替わる葉）、コナスビ（サクラソウ科オカトラノオ属）、スイカズラ（虫ではなくチョウの出番）、サルトリイバラ（托葉起源の対生のツル）、コナラ実生の群生（昨年のどんぐりの多さ）、ハリエンジュの花（みんなで食べた）、ゴンズイ（高木）、ヤマコウバシ（この時期の葉の表面の毛）、アカメヤナギ（葉を食べる幼虫の脱皮の跡）、タムシバ（噛むシバ）、ハンゲショウ（ドクダミ科）、アオハダ（裏からよく見える短枝）、ミヤマガマズミ（濃緑色）、オケラ（昨年の残骸）、ツタ（単身複葉、３出～２出～１出）、ヤマボウシ（満開）、アオギリ（異形葉、キリとの違い）、クワイチゴ（熟すと美味）、センダン（遅い芽吹き）
ミニ研修
昼食後のミニ研修はなかよし池で、竹内博美さんが「百人一首かるたとり」。全員が下の句を背中に貼り付け、取り合うゲームで村田節子さんが６枚で最高。
＜資料＞今月の樹「エゴノキ」（児玉）、中春の樹木観察（児玉）

	まとめ・感想

	先月の花が実になってきた。植物と虫たち（細菌も含めて）の関わりを身近に感じた。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊別紙

アリマウマノスズクサの花の構造
2016.5.14
坪田義治
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アリマウマノスズクサの花は特異な格好をしているが、食虫植物ではない。花の基部の断面を見ると、ガクの外面は短軟毛が密生している。内面は無毛、黄白色。芯部は暗紫色。
雌性先熟で、花柱は３筒、先は浅く２つに分かれる。

１個の花柱の外側に２組の葯（計４個）が癒合している。
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